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Chapter 1: はじめに

NFS Server Recovery Kit のドキュメンテーション

SIOS Protection Suite for Linux NFS Server Recovery Kitは、SIOS Protection Suite環境でネットワークファイ

ルシステム(NFS)ソフトウェアの障害回復能力を高めます。プライマリNFSサーバに障害が発生した場合には、

人手の介入なしに迅速に指定のバックアップサーバでシステムを復旧することが可能です。

SIOS Protection Suite for Linux NFS Server Recovery Kitの概要

SIOS Protection Suiteのドキュメンテーション

以下は、SIOS Technology Corpが発行しているSIOS Protection Suite for Linux関連ドキュメントの一覧で

す。

l SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーション

l SPS for Linux リリースノート

l SIOS Technology Corp. ドキュメンテーション

参考ドキュメント

以下は SIOS Protection Suite NFS Server Recovery Kitに関連する参考ドキュメントの一覧です。

l NFSオンラインドキュメンテーション

l Managing NFS and NIS, Hal Stern, O’Reilly & Associates, Inc. 1991

概要

LifeKeeper for Linux NFS Server Recovery Kit概要

NFS Server Recovery Kitは、Filesystem Recovery Kit (steeleye-lkパッケージの一部として提供 )および IP
Recovery Kit (steeleye-lkIP)と階層的に連携して、高可用性 NFSサービスを実現します。

NFS Server Recovery Kitは、 IP リソースと共有マウントポイントを含むファイルシステムリソースがクラスタ内の同

じサーバで常に In Serviceであることを保証します。LifeKeeperが保護する IP リソースを使用してファイルシステ

ムをマウントするクライアントは、実際のエクスポートサービスが手動で、または障害に対する対処としてクラスタ

内のサーバ間で切り替えられても、事実上中断なしにボリューム上のファイルの処理を継続できます。NFSセッ

ションの復帰時間はクライアント -サーバー間の状態に依存します。例としてNFSv3においては、TCPのプロトコ

ルタイムアウトはUDPに比べて長くなります。NFSで使用する適切なトランスポート層プロトコルを決定するに

は、OSベンダーからの推奨や各トランスポート層プロトコルのメリットとデメリット、ご利用の環境を踏まえてご検

討ください。
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要件

※NFSv4においては、OSベンダーからTCPの利用が強く推奨されており、NFS ARKはTCPとNFSv4で検証さ

れています。

NFS Server Recovery Kitの7.4では、NFS v4擬似ファイルシステムのエクスポートがサポートされ、サーバ上の

エクスポートされるすべてのオブジェクトへシームレスにアクセスできるようになります。7.4以前のバージョンではクラ

イアントはアクセスするために各共有サーバのファイルシステムをマウントする必要がありました。NFS v4で、サー

バはNFSアクセスのためにエクスポートされる各サーバディレクトリもしくはファイルシステムに対してエクスポートの

制御を指定します。またこれらのエクスポートの制御から、サーバは、エクスポートされたディレクトリ間のすべての

エクスポートされたデータを 1つのディレクトリツリーとして表示します。このツリーは擬似ファイルシステムとして知ら

れており、NFS v4サーバの擬似ルートで起動されます。擬似ファイルシステムにより、NFS v4クライアントが、そ

の実装に応じて、サーバのエクスポートされたすべてのデータにアクセスするためにサーバの擬似ルートを単独でマ

ウントできるようになります。

スイッチオーバまたはフェイルオーバを実行している間、ファイルシステム上のファイルはすべて一時的に使用でき

なくなりますが、リソースの転送が完了すると再び使用可能になり、クライアント側に切り替えは意識されませ

ん。スイッチオーバの場合、これには 5～ 30秒かかります。フェイルオーバの場合、リカバリ時間は、ファイルシス

テムの修復にかかる時間に左右されます。ディスクボリュームは、障害に極めて強く、数秒で修復が可能な

ジャーナリングファイルシステム (JFS)でフォーマットすることを強く推奨します。

Linux ファイルシステム (ext2)をファイルシステムとして使用ることもできますが、この場合、フェイルオーバにかかる

時間はずっと長くなります。

要件

LifeKeeper NFS Server Recovery Kitをインストールして設定する前に、次の要件を満たしていることを確認し

ます。

l サーバ。このRecovery Kitには、SPS for LinuxテクニカルドキュメンテーションおよびSPS for Linux リリー
スノートで説明されている要件に従って設定した 2台以上のサーバが必要です。サポート対象のLinux
ディストリビューションについては、上記のリリースノートを参照してください。

l LifeKeeper ソフトウェア。クラスタの各サーバにインストールする LifeKeeperソフトウェアのバージョン、およ

び、適用する LifeKeeperソフトウェアパッチのバージョンが同一であることが絶対条件です。具体的な

LifeKeeperの要件については、SPS for LinuxテクニカルドキュメンテーションおよびSPS for Linux リリース

ノートを参照してください。

l LifeKeeper IP Recovery Kit。各サーバのLifeKeeper IP Recovery Kitのバージョンは同じにする必要

があります。

l IP ネットワークインターフェース。各サーバは、イーサーネット TCP/IPをサポートするネットワークインター

フェースを 1つ以上必要とします。 IPスイッチオーバが正しく動作するには、ローカルネットワークに接続さ

れているユーザシステムが標準のTCP/IP仕様に準拠している必要があります。

注記 :各サーバが必要とするネットワークインターフェースが1つだけであっても、異種メディア要件、スルー

プット要件、単一障害点の排除、ネットワークのセグメンテーションといった多くの理由のために、複数の

インターフェースを使用すべきです。

l TCP/IP ソフトウェア。各サーバは TCP/IPソフトウェアも必要とします。

l nfs-utils ソフトウェア。各サーバでは、LifeKeeperとLifeKeeper NFS Server Recovery Kitの設定に先

だって、nfs-utilsパッケージの高可用性バージョンをインストールして設定しておく必要があります (OSの

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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要件

ディストリビューションによっては、 nfs-utilsは別パッケージで提供されています)。各サーバに同じ

バージョンをインストールする必要があります。

LifeKeeperインストールサポートセットアップスクリプトはHAクラスタ環境で使用する nfs-utilsを設定

します。さらに、NFS v2/v3 エクスポートを保護するためにこのキットを使用する場合は initスクリプト NFS
ロック (/etc/init.d/nfslock)およびNFSサーバ (Linuxディストリビューションに応じて /etc/init.d/nfs もしくは

/etc/init.d/nfsserver)がシステムブート時に自動的に起動されるように設定する必要があります。NFS v4
ルートエクスポートを保護する場合は、自動起動しないように設定してください。

l LifeKeeper NFS Server Recovery Kitをインストールまたは削除する具体的な方法については、SPS
for Linux インストールガイドを参照してください。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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Chapter 2: 設定上の考慮事項

下記セクションでは、典型的な LifeKeeper NFS設定の例も含めて NFS Server Recovery Kitの設定と管理を

開始する前に考慮すべき事項についても記載しています。

LifeKeeper Coreのリソース階層の設定方法については、 SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーションを参照

してください。

l LifeKeeperにおけるNFSサーバの設定

l 特定の設定上の考慮事項

l 設定例

特定の設定上の考慮事項

LifeKeeper NFS Server Recovery Kitを使用する前に、次の事項を考慮する必要があります。

l LifeKeeperで保護するNFSファイルシステムはプライマリサーバ (NFS リソースを作成するサーバ)によって

エクスポートする必要があります。これは、NFSが実行中で、基礎ファイルシステムがマウントされているこ

とを意味します。

注記 :NFS経由で /homeディレクトリを共有している場合は、 /homeが基礎ファイルシステムです。

l 読み書き可能なファイルシステムをエクスポートするときは、syncオプションを使用してください。このオプ

ションを使用すると、ファイルシステムのすべての書き込みをディスクにコミットしてから書き込み要求が完

了します。LifeKeeperの保護下にあるNFSファイルシステムで syncオプションを使用しない場合、フェイ

ルオーバ時にデータが失われる可能性があります。

l 基礎ファイルシステムは共有デバイス上にある必要があり、書き込み権限でマウントする必要がありま

す。

l 基礎ファイルシステムがすでに LifeKeeperによって保護されている場合、そのファイルシステムはプライマリ

サーバ上で In Serviceで、最高の優先順位を持っている必要があります。基礎ファイルシステムが

LifeKeeperの保護下にない場合、Recovery Kitによって保護下に置かれます。

l NFS v4ルートおよびどのバインドマウントも、プライマリサーバ (NFS リソースが作成されるサーバ)によって

エクスポートされる必要があります。これは、NFSが実行中で、基礎ファイルシステム (ルートおよびバイン

ドマウント )がマウントされていることを意味します。ルートおよびバインドマウントは LifeKeeperが保護する

ことができる共有デバイス上に存在している必要があります。基礎ファイルシステムがすでに LifeKeeper
によって保護されている場合は、基礎ファイルシステムがプライマリサーバ上で In Serviceで最高の優先

順位を割り当てられている必要があります。ファイルシステムがすでに保護されていない場合は、

Recovery Kitによって保護下に置かれます。

注記 :NFSv4のルートが /exportで、bin、opt、otherの3つのサブディレクトリを持つ場合、ローカルファイ

ルシステムの /usr/local/binと /usr/local/optがNFSv4擬似ファイルシステムにバインドマウントされた後、

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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LifeKeeperにおけるNFSサーバの設定

/export、 /usr/local/bin、 /usr/local/optが共有デバイス上にマウントされる必要があります。このとき、

/exportは書き込み権限でマウントされ、 /usr/local/binと /usr/local/optは /exportにバインドマウントされ

(mount --bind /usr/local/bin /export/binおよび mount --bind /usr/local/opt
/export/bin)、 /export、export/bin、 /export/optはすべてエクスポートされる必要があります。詳細につ

いては、NFSv4でのアクティブ /スタンバイの設定例を参照してください。

l NFS Server Recovery Kitは、プライマリサーバで作成され In Serviceの IP リソースを必要とします。ま

た、この IP リソースは、プライマリサーバで最高の優先順位を持っている必要があります。

l NFS リソースを作成する前に、クライアントは LifeKeeperが保護している IPアドレスを使用して NFS
ファイルシステムをマウントできる必要があります。

l NFSファイルシステムリソースを拡張するときには、各サーバでファイルシステムを同じマウントポイントでマ

ウントする必要があります。

l NFSv4ルートエクスポートを保護する場合、 /var/lib/nfsは、マウント時に書き込み権限を持っている

NFSv4ルートファイルシステムへ移動されます。継続したアクセスを提供するため、 /var/lib/nfsから

NFSv4ルートへのシンボリックリンクが作成されます。このため、NFSv4でのアクティブ /アクティブ設定、

NFS v2/v3とNFSv4の混在設定はサポートされていません。NFS v2/v3エクスポートは、スタンドアロン

のNFS v2/v3エクスポートではなくNFSv4のバインド機能を使用すべきです。

l Oracle Recovery Kitは、共有データベースストレージ用にNFSv3をサポートしています。NFSv4のファイ

ルロック機構のため、現時点ではNFSv4はOracle Recovery Kitによってサポートされていません。

LifeKeeperにおける NFS サーバの設定

本セクションでは、NFS Server Recovery Kitの設定と管理を開始する前に考慮すべき事項および典型的な

LifeKeeper NFS設定例について記載しています。

LifeKeeper Coreのリソース階層の設定に関する手順については、SPS for Linuxテクニカルドキュメンテーション

を参照してください。

NFS
次の表は、NFS Server Recovery Kitで重要な NFSファイル、コマンド、デーモンについて説明しています。

NFS コンポーネン

ト

説明

exports(5)
(/etc/exports)

NFSクライアントにエクスポートされたファイルシステムのアクセス制御リスト。ファイルの

各行に、エクスポートポイント、ファイルシステムをマウンドできるクライアントのリスト (オ
プション)、マウントパラメータのリスト (オプション)が記述されています。

注記 : LifeKeeperが保護するNFS リソースを作成すると、ファイルシステムのエクス

ポート情報は exports ファイルから削除され、LifeKeeperによって管理されます。NFS
リソースを削除すると、exports ファイルにエクスポート情報がリストアされます。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド
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エクスポートの考慮事項

NFS コンポーネン

ト

説明

/var/lib/nfs 現在のエクスポート、クライアントマウント、ロックの状態およびその他のNFS情報を

含んだディレクトリです。バージョン 7.4以降では、このディレクトリは、NFS v4擬似

ファイルシステムを保護する際にNFSエクスポートディレクトリに移動されています。

/var/lib/nfsはプライマリおよびスタンバイシステムの両方で新しいロケーションへのシン

ボリックリンクに置き換えられます。

/var/lib/nfs/etab NFSにエクスポートしたファイルシステムの現在の表を含むファイル。このファイルは

exportfs コマンドによって管理され、ユーザがこのファイルを直接編集することはあ

りません。

注記 :バックアップサーバで NFS リソースのサービスを再開すると、そのNFSファイルシ

ステムは、プライマリサーバのetabファイルから削除され、バックアップサーバのetabファ
イルに挿入されます。

/var/lib/nfs/rpc_pipefs NFSのユーザ空間の通信に対するカーネルに使用されます。このディレクトリは、

LifeKeeperのインストール中に /var/libに再配置されます。

exportfs(8)
(/usr/sbin/exportfs)

/var/lib/nfs/etabのエクスポートされたファイルシステムの表を管理するコマンド。

rpc.mountd(8)
(/usr/sbin/rpc.mountd)

マウント要求を認証し、クライアントにファイルシステムのマウントを許可する場合には

ファイルハンドルを返すデーモン。

rpc.nfsd(8)
(/usr/sbin/rpc.nfsd)

クライアントのファイルシステム要求を処理するデーモン。

rpc.quotad(8)

(/usr/sbin/rpc.rquotad)

NFS経由でリモートマウントされたローカルファイルシステムのユーザのクォータを返す

rpcサーバ。

rpc.lockd(8)
(/sbin/rpc.lockd)

クライアントのファイルロック要求を処理するデーモン。

rpc.statd(8)
(/usr/sbin/rpc.statd)

NFSクライアントとサーバのステータスを監視し、ステータスを通知するデーモン。この

デーモンは、NFSファイルロックを適切に機能させるために、実行しておく必要があり

ます。

portmap/rpcbind RPCプログラム番号をポート番号に変えるデーモンプロセス。このデーモンは、NFSの

ために実行しておく必要があります。このプロセスが失敗するとスタンバイノードへのス

イッチオーバを強制します。いくつかのシステムでは、この機能はポートマップにより提

供されます。 rpcbindにより提供される場合もあります。

rpc.idmapd NFS v4で、ユーザ名 /グループ名とユーザ ID/グループ IDを一致させるデーモンプロ

セスです。このプロセスはNFS v4では必ず起動させる必要がありますがNFS v2/v3
では必要ありません。

エクスポートの考慮事項

特定のエクスポートされたファイルシステムに対する LifeKeeperの保護は、exports(5)のマニュアルページで

説明されている形式のエクスポートオプションによって決まります。特に、ホスト制限のフォーマットに注意してくだ

さい。正当なホスト制限は、単独ホスト、ネットグループ、ワイルドカードで指定されたホスト名およびネットマスク

の4つのみです。
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NFSファイルロックのフェイルオーバ

特に、ワイルドカードで指定された IPアドレス (172.13.4.*など)は不正であり、スイッチオーバまたはフェイルオー

バでファイルハンドルの陳腐化を招く恐れがあります。exportfs -vを実行し、返されたエクスポートの記述と

マニュアルページに説明されているフォーマットを手動で比較することで、慎重にチェックを行ってください。 (申し

訳ございませんが、exportfsではチェックは行えず、一部の不正なエクスポートフォーマットを受け入れてしまい

ます)。

NFS ファイルロックのフェイルオーバ

NFS v2/v3エクスポートを保護する際、NFS Server Recovery Kitは、NFSクライアントによるファイルロックをフェ

イルオーバできます。v4エクスポートでは、NFSサブシステムでのロック機能を強化したことによりロックフェイルオー

バが自動的に発生するためこの設定は要求されません。v2/v3エクスポートで、ファイルロックのフェイルオーバを

有効にする場合は /etc/default/LifeKeeperの以下のエントリを修正する必要があります。

FAILOVERNFSLOCKS=false

これを次のように変更します。

FAILOVERNFSLOCKS=true

注記 :現在、リカバリキットは、NFSクライアント接続に複数の仮想 IPアドレスが使用されている場合には、ファ

イルロックを保護できません。(この制限は、statdデーモンが複数の IPアドレスからのステータス通知を送信でき

ないことが原因です。statdデーモンは、特定サーバの全 NFSクライアントへの通知送信を担当するため、ス

テータス通知をすべての IPアドレスのクライアントへ送信できる必要があります。)この制限には、アクティブ /アク

ティブ設定が含まれます。さらに、SUSE Linux Enterprise Server 10の2.6カーネルでは、rpc.statd関数が

ユーザプロセスとしてではなく、カーネルに対して内部で実行されるので、LifeKeeperはこの時点のこのLinux
ディストリビューションではロックのフェイルオーバを提供できません。

RPC.MOUNTD再起動

複数のNFS リソース階層がある特定の条件下では、rpc.mountdは、使用可能なエクスポートの一覧を適

切に公表できません。そのため、リストア時のNFS Recovery Kitは停止し、rpc.mount を再開して、エクス

ポートの適切な一覧をすべてのクライアントが利用できるようにします。rpc.mountを停止し、再開するアクショ

ンは、 /etc/default/LifeKeeper内のRESTARTMOUNTDエントリによって制御されます。デフォルトでは、このエ

ントリは次のように trueに設定され、NFS リストア時に必ず rpc.mountの停止と再起動が行われます。

RESTARTMOUNT=true

このアクションをオフにするには、次のように設定します。

RESTARTMOUNT=false

NFS リソース階層

LifeKeeperが保護するNFS リソースを作成すると、LifeKeeperによって次の階層が作成されます。

l NFSファイルシステムリソース (親またはルート )

l HA-NFS リソース

l ファイルシステムリソース (基礎ファイルシステム)

l NFS v4階層のバインドマウントでは、ファイルシステムリソースが各バインドマウントに対して作成されま
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設定例

す。

NFS リソースを作成する前に、 IPアドレスリソースを作成する必要があります。

NFS リソースを作成する前に、ファイルシステムリソースを作成することができます。この場合は、ファイルシステム

リソースに割り当てる名前を選択できます。そうでない場合は、NFS リソース作成時に、NFS Server Recovery
Kitによって自動的にファイルシステムリソースが作成されます。

設定例

本セクションの設定例は、共有 (または複製 )ディスク上でのNFSインスタンスの設定方法を示しています。それ

ぞれの図は、設定の種類とNFSパラメータとの関係を示しています。また、各設定は、このセクションで説明し

ている設定の規則と要件に従って、NFS設定とLifeKeeperソフトウェアとの互換性を確保しています。

本セクションでは、まず設定の要件を説明し、次にNFS v2/v3でのアクティブ / スタンバイ、NFS v2/v3でのアク

ティブ / アクティブ、NFS v4でのアクティブ / スタンバイの設定例を示します。注記 :NFS v4におけるアクティブ /ア
クティブはサポートされていません。また、NFS v2/v3とNFS v4の組み合わせもサポートされていません。

本セクションに挙げたものは可能な設定の例にすぎませんが、これらの設定例を理解し、設定規則に従うこと

は、ユーザのコンピューティング環境で実現可能なソリューションを明確にし、設定する上で役立ちます。

設定の要件

NFS タグ名は、LifeKeeperが保護するファイルシステムを示す任意の名前です。LifeKeeperによって示される標

準タグ名は「nfs-<export point>」です。

設定例について理解するには、基礎のファイルシステム(またはNFS v4およびバインドマウントが使用されている

場合のファイルシステム)が必ず共用または複製ディスク上になければならないことを考慮に入れる必要がありま

す。このファイルシステムはペアになったシステムのそれぞれからマウントできる必要があります。

設定例

l NFS v2/v3でのアクティブ /スタンバイ設定

l NFS v2/v3でのアクティブ /アクティブ設定

l NFS v4でのアクティブ /スタンバイ設定

関連情報

l 設定上の考慮事項

NFS v2/v3 でのアクティブ / アクティブ

NFS v2/v3でのアクティブ /アクティブの例では、複数のシステムがNFSを実行し、ファイルシステムをエクスポート

します。
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NFS v2/v3でのアクティブ /アクティブ構成例

NFS v2/v3でのアクティブ /アクティブ構成例

設定に関する注記

l NFSソフトウェアを両方のサーバにインストールしておく必要があります。

l 最初は、Server 1が /home/testをエクスポートし、Server 2が /engdocs/appをエクスポートしています。

スイッチオーバ時には、1つのシステムで両方のファイルシステムをエクスポートできます。

l ファイルシステムAは、エクスポートポイント、 /home/testの基礎ファイルシステムです。ファイルシステムB
は、エクスポートポイント、 /engdocs/appの基礎ファイルシステムです。

l 基礎ファイルシステムは異なる共有ディスク上にあります。

Server 1での1つ目のリソース階層の作成

Server: Server1

Export Point: /home/test

IP Tag: ip-172.17.100.202

NFS Tag: nfs-/home/test
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1つ目のリソース階層のServer 2への拡張

1つ目のリソース階層のServer 2への拡張

Template Server: Server1

Tag to Extend: nfs-/home/test

Target Server: Server2

Target Priority: 10

Server 2での2つ目のリソース階層の作成

Server: Server2

Export Point: /engdocs/app

IP Tag: ip-172.17.100.203

NFS Tag: nfs-/engdocs/app

2つ目のリソース階層のServer 1への拡張

Template Server: Server2

Tag to Extend: nfs-/engdocs/app

Target Server: Server1

Target Priority: 10

NFS v2/v3 でのアクティブ / スタンバイ

本セクションでは、NFS v2/v3でのアクティブ /スタンバイ設定の例を示します。この設定では、NFSを実行し、

ファイルシステムをエクスポートしているServer 1がアクティブと見なされます。Server 2は別の処理を実行しま

す。Server 1に障害が発生した場合、Server 2がファイルシステムへのアクセス権を獲得し、LifeKeeperのセカ

ンダリ階層を使用して、クライアントがファイルシステムをアクセスできるようにします。

注記 :アクティブ /スタンバイ設定では、サーバ2でも NFSが実行されていることがありますが、他のNFS リソース

は LifeKeeperによって保護されていません。
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NFS v2/v3でのアクティブ /スタンバイ設定例

NFS v2/v3でのアクティブ /スタンバイ設定例

設定に関する注記 :
l NFSソフトウェアを両方のサーバにインストールしておく必要があります。

l 基礎ファイルシステム (File System A)は共有 (または複製 )ディクス上に置く必要があります。

l NFSエクスポートポイントは /home/testです。

l エクスポートされたファイルシステムは、プライマリサーバとバックアップサーバの両方で同じマウントポイントに

する必要があります。

l Server 2は Server 1がアクティブである間は、共有ディスク上のファイルとディレクトリにアクセスできませ

ん。

Server 1でのリソース階層の作成

Server: Server1

Export Point: /home/test

IP Tag: ip-172.17.100.202

NFS Tag: nfs-/home/test
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Server 2へのリソース階層の拡張

Server 2へのリソース階層の拡張

Template Server: Server1

Tag to Extend: nfs-/home/test

Target Server: Server2

Target Priority: 10

NFS v4 でのアクティブ / スタンバイ設定

本セクションでは、NFS v4でのアクティブ / スタンバイ設定の例を示します。この設定では、NFSを実行し、ファ

イルシステムをエクスポートしているServer 1がアクティブと見なされます。Server 2は別の処理を実行します。

Server 1に障害が発生した場合、Server 2がファイルシステムへのアクセス権を獲得し、LifeKeeperのセカンダリ

階層を使用して、クライアントがファイルシステムをアクセスできるようにします。

注記 :アクティブ /スタンバイ設定では、Server 2でも NFSが実行されていることがありますが、他のNFS リソース

は LifeKeeperによって保護されていません。

NFS v4でのアクティブ /スタンバイ設定例

設定に関する注記 :
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Server 1でのリソース階層の作成

l NFSソフトウェアを両方のサーバにインストールしておく必要があります。

l 基礎ファイルシステム(File Systems A、B、C)は共有 (または複製 )ディスク上にマウントおよび存在してい

る必要があります。

l バインドマウントは、作成前に完了しておく必要があります(/usr/local/binを /export/binにバインドおよび

/usr/local/optを /export/optにバインド )。

l NFSエクスポートポイントは /export、 /export/bin、および /export/optです。

l エクスポートされたファイルシステムは、プライマリサーバとバックアップサーバの両方で同じマウントポイントに

する必要があります。

l Server 2は Server 1がアクティブである間は、共有ディスク上のファイルとディレクトリにアクセスできませ

ん。

Server 1でのリソース階層の作成

Server: Server1

Export Point: /export

IP Tag: ip-172.17.100.202

NFS Tag: nfs-/export

注記 :エクスポートポイントの選択でバインド情報は自動的にピックアップされます。 ; したがって、階層の作成お

よび拡張において入力の必要はありません。

Server 2へのリソース階層の拡張

Template Server: Server1

Tag to Extend: nfs-/export

Target Server: Server2

Target Priority: 10
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Chapter 3: 設定作業

以下の設定作業は LifeKeeper GUIから実行できます。次の4つの作業は、NFSサーバリソースインスタンスに

特有で、Recovery Kitごとに異なるため、本セクションで説明しています。

注記 :本セクションの残りの部分では、LifeKeeper GUIの [Edit]ニューから作業を選択することによって、

Recovery Kitを設定する方法を説明します。設定作業はツールバーから選択することもできます。状況表示

ウィンドウの [Resource Hierarchy Tree] (左側のペイン)のグローバルリソースを右クリックして、[Edit]メニューと

同じドロップダウンメニューの選択項目を表示することもできます。言うまでもなく、これは階層がすでに存在して

いる場合にだけ可能な方法です。

状況表示ウィンドウの [Resource Hierarchy Table] (右側のペイン)のリソースインスタンスを右クリックして、サー

バおよび特定リソースの状況に応じて、リソース階層の作成を除くすべての設定作業を実行することもできま

す。

l リソース階層の作成。アプリケーションリソース階層を LifeKeeperクラスタに作成します。

l リソース階層の削除。リソース階層を LifeKeeperクラスタ内のすべてのサーバから削除します。

l リソース階層の拡張。リソース階層をプライマリサーバからバックアップサーバへ拡張します。

l リソース階層の拡張解除。リソース階層を LifeKeeperクラスタ内の1つのサーバから拡張解除 (削除 )し
ます。

l リソース階層のテスト。手動でスイッチオーバを行って、NFS リソース階層をテストします。

以下の作業については、すべてのRecovery Kitで同じ手順を使用する共通の作業であるため、 SPS for
Linuxテクニカルドキュメンテーションの管理 セクションを参照してください。

l リソース依存関係の作成。既存のリソース階層と別のリソースインスタンスとの間に親子の依存関係を

作成し、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関係の変更を反映します。

l リソース依存関係の削除。リソースの依存関係を削除して、クラスタ内のすべての対象サーバに依存関

係の変更を反映します。

l In Service。リソース階層を特定のサーバで In Serviceの状態にします。

l Out of Service。リソース階層を特定のサーバでOut of Serviceの状態にします。

l 表示 /編集。特定のサーバでリソース階層のプロパティを表示または編集します。

NFS リソース階層の作成

プライマリサーバからリソースインスタンスを作成するには、以下の手順を実行します。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Server]を選択します。ドロップダウンメニューから、

[Create Resource Hierarchy]を選択します。
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NFS リソース階層の作成

すでに行った選択を変更する場合、またはNFS リソース階層の作成中にエラーメッセージが表示された

場合、[Back]ボタンを使用して選択を変更するか、修正を行ってください ([Back]ボタンが有効な場

合 )。

ダイアログボックスが表示され、ドロップダウンメニューに、クラスタにインストールされ認識されているすべて

のRecovery Kitが一覧で示されます。ドロップダウンメニューから [NFS]を選択します。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

注記 :階層作成の途中で Cancelボタンをクリックすると、作成処理全体が取り消されます。

2. [Switchback Type]を選択します。これによって、バックアップサーバへのフェイルオーバ後、NFSインスタン

スがサービスに戻ったときにどのようにプライマリサーバにスイッチバックされるかが決まります。[intelligent]
または [automatic]を選択します。[Intelligent switchback]の場合、インスタンスをプライマリ /オリジナ

ルサーバにスイッチバックするときに管理者の介入が必要になります。[Automatic switchback]の場合、

プライマリサーバがオンラインに戻り、LifeKeeperの保護下に入るとすぐに自動的にスイッチバックが行われ

ます。

スイッチバックタイプは、必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの [General]タブで後から

変更できます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Server]で NFS リソースを作成するサーバ (通常、これをプライマリサーバまたはテンプレートサーバと呼

ぶ)を選択します。ドロップダウンメニューには、クラスタ内の全サーバが表示されます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. [Export Point]ダイアログボックスのドロップダウンリストに、次の条件に合致するNFSファイルシステムの

エクスポートポイントが表示されます。

l エクスポートポイントがNFSによってエクスポートされている。

l エクスポートポイントが共有ドライブ上にある。

l 基礎ファイルシステムがLifeKeeperに保護されている場合、基礎ファイルシステムは In Serviceで、か
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NFS リソース階層の作成

つ、Serverダイアログボックスで選択したサーバ上で最高の優先順位を持っている必要がある。

l NFSv4の基準 :

l バインドマウントを使用したNFSv4のルートエクスポートのために、バインドマウントは通常のエクス

ポートと同様に共有ドライブ上にある必要があります。そして、ファイルシステムがLifeKeeperに保

護されている場合は In serviceで、かつ、 [Server]ダイアログボックスで選択したサーバ上で最も

高い優先順位を持っている必要があります。

l NFS v4ルートエクスポートがすでに保護されている場合、選択肢はありません (v4単体のみが保

護対象で、v4とv2/v3の混在環境は保護対象にならない)。

l すでにNFS v2/v3が保護されている場合は、NFS v4は選択肢に表示されません。

l 何も保護されていない場合は、v2/v3および v4の両方が含まれたリストが表示されます。

ドロップダウンリストから保護するNFSエクスポートポイントを選択します。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

5. [IP Tag]ダイアログボックスのドロップダウンリストに、現在 LifeKeeperが保護していて、NFS リソースを作

成するサーバで in serviceの仮想 IPアドレスに対応するタグが表示されます。

保護されているNFSファイルシステムにアクセスするためにクライアントが使用する仮想 IPアドレスのタグ

を選択します。

注記 : この時点で、保護される IP リソースが利用可能かどうかがLifeKeeperによってチェックされます。ま

た、NFS リソース階層の作成に使用する入力データが妥当かどうかもチェックされます。この2つのチェッ

クのどちらかで問題が発生した場合 [ERROR]ボックスが表示されます。ディレクトリのパスは妥当で、

NFS構成自体にエラーがある場合は、そのエラーを修正して、階層の作成を続けることができます。ここ

で必要な LifeKeeper IP リソースを作成することもできます。

注記 :仮想 IPアドレス依存関係を持つ別のLifeKeeper Recovery Kitを使用している場合は、NFS リ

ソース用に別の仮想 IPアドレスを作成することもできます。そうしない場合、仮想 IP リソースがバックアッ

プサーバにフェイルオーバされると、その IP リソースに依存するすべてのリソースが同時にフェイルオーバされ

ます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

6. [NFS Tag]を選択または入力します。これはNFS階層に付けるタグ名です。デフォルトを選択するか、

独自のタグ名を入力することができます。
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リソース階層の削除

[Create]ボタンをクリックすると、[Create Resource Wizard]によって NFS リソースが作成されます。

[Next]をクリックすると階層の拡張 .で説明する [Pre-Extend Wizard]が起動します。

注記 : この時点で、NFS リソース階層が正常に作成されます。ただし、新しいNFSインスタンスの起動

に失敗したというエラーメッセージが表示されることがあります。新しいNFS階層を別のシステムに拡張す

るには、起動する(in serviceにする)必要があることに注意してください。起動に失敗した場合は階層が

削除されますが、この時点で表示されるエラーに基づいて問題を修正することも可能です。エラーの修

正が不可能であれば、リソース作成のキャンセルのみを選択することになります。

階層の拡張に進む前に、新しい階層を In Serviceにしてください。

リソース階層の削除

LifeKeeper環境内のすべてのサーバからリソース階層を削除するには、以下の手順を実行します。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Resouce]を選択します。ドロップダウンメニューから

[Delete Resource Hierarchy]を選択します。

2. [Target Server]で、NFS リソース階層を削除するサーバの名前を選択します。

注記 :次のどちらかの場所で右クリックして [Delete Resource]を選択した場合、このダイアログボックス

は表示されません。

l 個々のリソースインスタンスの右ペイン

l リソースが1台のサーバだけにあるとき、グローバルリソースの左ペイン
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リソース階層の削除

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Hierarchy to Delete]を選択します。削除するリソース階層を特定して、強調表示にします

注記 :左側ペインのグローバルリソースまたは右側ペインの個々のリソースインスタンスを右クリックしてリ

ソースの削除作業を選択した場合、このダイアログボックスは表示されません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. 選択したターゲットサーバと、削除の対象として選択した階層を確認する情報ボックスが表示されます。

[Delete]をクリックして、次のダイアログボックスに進みます。

5. NFS リソースの削除に成功したことを示す別の情報ボックスが表示されます。

6. [Done]をクリックして、[Delete Resource Hierarchy]メニューの選択を終了します。
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リソース階層の拡張

リソース階層の拡張

階層の作成後、クラスタ内の別のサーバに拡張する必要があります。リソースインスタンスをテンプレートサーバか

らターゲットサーバに拡張するには方法が2つあります。最初の方法は、リソース作成後、 [Continue]をクリックし

て、別のサーバにリソースを拡張する方法です。もう 1つの方法は、次に説明するように [Edit] メニューから

[Extend Resource Hierarchy]を選択する方法です。どちらの方法でも、同じダイアログボックスが表示されます

(一部例外があり、これについては次で説明 )。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Extend Wizard]に入っている場合は、[Edit]を選択し、次に [Resource]
を選択します。ドロップダウンメニューから [Extend Resource Hierarchy]を選択します。これで [Extend
Resource Hierarchy]ウィザードが起動されます。

2. 最初に表示されるダイアログボックスで、NFS リソース階層が現在 In Serviceの [Template Server]を
選択します。ここで選択するするテンプレートサーバと次のダイアログボックスで選択する拡張するタグに

よって、 In Serviceのリソース階層が表されることを認識しておくことが重要です。選択したテンプレート

サーバで In Serviceでないリソースタグを選択すると、エラーメッセージが表示されます。このダイアログのド

ロップダウンボックスには、クラスタ内の全サーバの名前が示されています。

注記 :NFS リソース階層作成後、直ちに [Extend Resource Hierarchy]作業に入った場合は、作成

段階でテンプレートサーバが特定されているため、このダイアログボックスは表示されません。これは、GUI
ウィンドウの左ペインのNFS リソースアイコンまたは右ペインのNFS リソースボックスを右クリックして

[Extend Resource Hierarchy]を選択した場合も同様です。

注記 :階層拡張の途中で [Cancel]ボタンをクリックすると、その特定のサーバへの拡張処理が取り消さ

れます。また、取り消しポイントを超えて現在拡張されている階層 (IPアドレスまたはファイルシステム)の
依存リソースもすべて拡張解除されます。ただし、すでにNFS リソース階層を別のサーバに拡張してい

る場合は、明示的に拡張解除するまで、そのインスタンスの拡張は有効です。

例えば、Server 1にリソースを作成し、そのリソースをServer 2へ拡張したとします。同じリソースを

Server 3に拡張している最中に、拡張を取り消すためいずれかのダイアログボックス内の [Cancel]ボタン

をクリックしたとします。この場合は、Server 3へのリソース拡張だけがキャンセルされ、Server 2への拡張

はキャンセルされません。この階層からServer 2を削除したい場合は、Server 2からリソースを拡張解除

する必要があります。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Tag to Extend]を選択します。これは、テンプレートサーバからターゲットサーバに拡張するNFSインスタ

ンスの名前です。ウィザードのドロップダウンメニューには、前述のダイアログボックスで選択したテンプレー

トサーバ上に作成されたすべてのリソースが表示されます。

注記 :ここでも、NFS リソース階層作成後、ただちに [Extend Resource Hierarchy]作業に入った場合

は、作成段階で NFS リソースのタグ名が特定されているため、このダイアログボックスは表示されません。

これは、GUIウィンドウの左ペインのNFS リソースアイコンまたは右ペインのNFS リソースボックスを右クリッ

クして、[Extend Resource Hierarchy]を選択した場合も同様です。
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リソース階層の拡張

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. NFS リソース階層の拡張先の [Target Server]を選択します。ドロップダウンボックスに、選択された階

層にまだ入っていないクラスタ内のサーバ名の一覧が表示されます。

[Next]をクリックして、次のダイアログボックスに進んでください。

5. [Switchback Type]を選択します。これによって、バックアップサーバへのフェイルオーバ後、NFSインスタン

スがサービスに戻ったときに、どのようにプライマリサーバにスイッチバックされるかが決まります。 [intelligent]
または [automatic]を選択できます。 [intelligent]の場合、インスタンスをプライマリ /オリジナルサーバにス

イッチバックするときに管理者の介入が必要になります。 [automatic]の場合、プライマリサーバがオンライ

ンに戻り、LifeKeeperの保護下に入るとすぐに自動的にスイッチバックが行われます。

スイッチバックタイプは、必要な場合 [Resource Properties]ダイアログボックスの [General]タブで後から

変更できます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

6. [Template Priority]を選択または入力します。これはサーバで現在 In ServiceのNFS階層の優先順

位です。優先順位は、1～ 999の範囲で未使用の値が有効で、小さい数字ほど優先順位が高くなり

ます (数字 1が最高の優先順位に相当 )。拡張処理時に、別のシステムですでに使用中の優先順位

をこの階層に対して指定することはできません。デフォルト値を推奨します。注記 :このフィールドは階層を

最初に拡張するときだけ表示されます。

[Next]をクリックします。

7. [Target Priority]を選択または入力します。これは、別サーバにある同等の階層に対する新しく拡張す

るNFS階層の優先順位です。1～ 999の範囲で、まだ優先順位として使用されていない値が有効

で、リソースのカスケーディングフェイルオーバシーケンスにおけるサーバの優先順位を示します。数値が小

さいほど優先順位は高くなります (1は最高の優先順位を表す)。LifeKeeperのデフォルトでは、階層が

作成されたサーバに「1」が割り当てられることに注意してください。優先順位は連続している必要はあり

ませんが、特定のリソースについて 2つのサーバに同じ優先順位を割り当てることはできません。
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リソース階層の拡張

[Next]をクリックします。

8. 環境がチェックされ、このNFS リソースを拡張するための要件がすべて満たされていることを示す情報ボッ

クスが表示されます。満たされていない要件がある場合、[Next]は選択できず、[Back]ボタンが有効に

なります。

[Back]をクリックした場合、情報ボックスに表示されるエラーメッセージの内容に従って、リソースの拡張を

変更できます。

ここで [Cancel]をクリックした場合、NFS リソース階層を LifeKeeperで保護するには、いずれかの時点

でここに戻り、別のサーバにNFS リソース階層を拡張する必要があります。

[Next]をクリックすると、[Extend Resource Hierarchy]設定作業に入り [NFS Tag]ダイアログボックスが

表示されます。

9. この画面にはテンプレートサーバ、拡張するタグ、ターゲットサーバ、標準のNFS タグに関する情報が表

示されます。NFS タグは、NFS階層の拡張に付けるタグ名です。デフォルトを選択するか、独自のタグ

名を入力することができます。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

10. 拡張を実行中であることを確認する情報ボックスが表示されます。

注記 :IP リソースをターゲットサーバにまだ拡張していない場合、NFS リソースの拡張処理中にNFS
Server Recovery Kitによって拡張されます。この場合、拡張の実行に関する情報ボックスが表示される

前に、 IP リソースの拡張に関連したダイアログボックスがいくつか表示されます。
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リソース階層のテスト

同じ NFS リソースインスタンスをクラスタ内の別のサーバに拡張する場合は、[Next Server]をクリックしま

す。その場合は、リソース階層の拡張の操作が繰り返されます。

[Finish]をクリックした場合、NFS リソースの拡張処理が成功したか検証が行われます。

11. [Finish]をクリックした場合、次の画面が表示されます。

12. [Done]をクリックして終了します。

注記 :必ず両方のサーバで新しいインスタンスの機能をテストしてください。

リソース階層のテスト

NFS リソース階層をテストする前に、次に説明しているようにクライアントの設定を検証する必要があります。そ

の後、手動でスイッチオーバを行って、NFS リソース階層のテストを行うことができます。これにより、プライマリサー

バからバックアップサーバへのリソースインスタンスのフェイルオーバをシミュレートします。

クライアントの設定の検証

一般に、クライアントは、NFS リソース階層の作成作業中に選択した LifeKeeperが保護する IPアドレスを使

用してファイルシステムをマウントする必要があります。正しい IPアドレスを選択しているかクライアント側で確認

することはありません。したがって、クライアントがファイルシステム用の正しい IPアドレスを確実に使用するよう

に、慎重に次の検証手順を実行する必要があります。

クライアントの設定を検証するには、次の手順に従います。

1. セカンダリシステムで In ServiceのNFSインスタンスがないことを確認します。

2. LifeKeeperが保護する正しい IPアドレスを使用して、クライアントにファイルシステムをマウントします。

3. 手動でセカンダリシステムへのスイッチオーバを実行して、切り替えたNFSインスタンスをセカンダリシステ

ムで現在 In Serviceの唯一のNFSインスタンスにします。

4. スイッチオーバが完了したら、クライアントがそのファイルシステムにアクセスできることを確認します。
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GUIによる手動スイッチオーバの実行

GUIによる手動スイッチオーバの実行

依存関係を定義すると、自動的に LifeKeeperによってアプリケーションの起動と終了が制御され、障害が検

出された場合にはフェイルオーバが開始されます。保守作業など、管理上の理由からスイッチオーバを手動で

実行することもできます。

LifeKeeper GUIで、ドロップダウンメニューから [Edit] > [Resource] > [In Service]を選択すると、手動スイッチ

オーバを開始できます。例えば、バックアップサーバで In Service要求を実行すると、アプリケーション階層はバッ

クアップサーバで In Serviceになり、プライマリサーバではOut of Serviceになります。

[Out of Service]要求を実行すると、アプリケーションは他のサーバで In Serviceにならずに、Out of Serviceにな

ります。

注記 :NFS リソースをOut of Serviceにするには、NFS リソースと関連するHA-NFS リソースの両方をOut of
Serviceにする必要があります。

アプリケーション側の動作については、すべての動作はアプリケーションのドキュメントで規定されています。

LifeKeeper側では、ロールバックやバックアップアーカイブのような内部処理の調整や制御は行いません。テープ

アーカイブやリストアの作業は、アプリケーション管理者の責任です。

リカバリ動作

プライマリサーバに障害が発生すると、NFS Server Recovery Kitは次の作業を実行します。

l NFSデーモンが実行されていない場合、それらを開始します (rpc.lockdおよび rpc.statdデーモンは、ファ

イルロックのフェイルオーバが有効になったら、監視されます)。

l NFSファイルシステムをエクスポートします。

リソース階層の拡張解除

リソース階層の拡張解除を行うには、次の手順を実行します。

1. LifeKeeper GUI メニューから [Edit]を選択し、次に [Resouce]を選択します。ドロップダウンメニューから

[Unextend Resource Hierarchy]を選択します。

2. [Target Server]で、NFS リソースを拡張解除するサーバを選択します。NFS リソースが現在 In Service
のサーバは選択できません。

注記 :右側のペインから個々のリソースインスタンスを右クリックして [Unextend]作業を選択した場合、

このダイアログボックスは表示されません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

3. [Hierarchy to Unextend]で、拡張解除するNFS階層を選択します。
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リソース階層の拡張解除

注記 :左側のペインからグローバルリソースを右クリックするか、右側のペインから個々のリソースインスタン

スを右クリックして [Unextend]作業を選択した場合、このダイアログボックスは表示されません。

[Next]をクリックして次のダイアログボックスに進んでください。

4. 拡張解除するために選択したターゲットサーバとNFS リソース階層を確認する情報ボックスが表示され

ます。

[Unextend]をクリックします。

5. NFS リソースの拡張解除に成功したことを示す別の情報ボックスが表示されます。

6. [Done]をクリックして、[Unextend Resource Hierarchy]メニューを終了し、LifeKeeper GUIに戻りま

す。

階層が拡張解除されて 1つのサーバだけになった場合、「One or More Resources Unprotected」とい
う警告メッセージが表示されます。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 25





Chapter 4: トラブルシューティング

本セクションでは、LifeKeeper NFS リソース階層の作成時や拡張時、またはリソースの削除時やリストア時に

表示される可能性のあるメッセージの一覧を示します。必要に応じて、エラーの原因およびエラー状態を解消

するために必要な処置についても説明しています。

他のSPSコンポーネントからメッセージが出されることもあります。そのような場合は、メッセージカタログ (場所は、

SIOSテクニカルドキュメンテーションのサイトの「エラーコードの検索」の下 )を参照してください。メッセージカタログ

には、操作、管理、GUIなど、SIOS Protection Suite for Linuxを使用しているときに遭遇する可能性がある、

すべてのエラーコードが列挙されています。また、エラーコードの原因に関する追加の説明や、問題解決のため

に必要な処置についても、必要に応じて記載されています。この完全なリストを検索すると、受信したエラー

コードを見つけることができます。また、関連するSPSコンポーネントの個別のメッセージカタログに直接アクセス

することもできます。

下記トラブルシューティングのヘルプをクリックしてください。

l HA nfs-utilsのインストールと設定

l NFS階層作成時のエラー

l NFS階層拡張時のエラー

l 階層リソースのリストア、削除、リカバリ時のメッセージとエラー

l 階層削除のメッセージとエラー

HA nfs-utils のインストールと設定

LifeKeeper NFS Server Recovery Kitのバージョン 5.0.0以降では、高可用性の有効な nfs-utilsパッケージが

インストールおよび設定されている必要があります。(いくつかのOSのディストリビューションバージョンでは nfs-utils
が別のパッケージで提供されます。)LifeKeeper NFS Server Recovery Kitのインストールでは、HAが有効な

nfs-utilsパッケージの存在が検査されます。正しく設定された nfs-utilsパッケージを検出できなかった場合は、

LifeKeeperインストールサポートのセットアップスクリプトを再実行するか、サーバをリブートする必要があります。

LifeKeeperインストールサポートのセットアップスクリプトによって、 nfs-utilsがHA環境で使用できるように

設定され、NFS v4エクスポート設定のセットアップが実行されます。使用するどのNFSバージョンでも HA NFS
の質問には YES と回答する必要があります。

NFS v4の設定において、rpc_pipefsを /var/lib/nfsから /var/libへ移動させる必要あります。この設定を行うた

めには、カーネルモジュールのアンロードおよび設定とブート時のスクリプトの追加もしくは修正が必要とされます。

変更後、インストールサポートがカーネルモジュールのアンロードおよびリロードを行うことができない場合はシステ

ムのリブートが必要になる可能性があります。この事象が発生した場合、システムのリブートが必要であることが

ユーザに通知されます。LifeKeeperの操作を正常に行うためにはシステムのリブートを含めた rpc_pipefsの

セットアップを完了させることが必要です。

SIOS Protection Suite for Linux管理ガイド

Page 27



階層削除のメッセージとエラー

階層削除のメッセージとエラー

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106015 Unable to restore the entry for export point "EXPORT
POINT" in /etc/exports on server “SERVER"

エントリを手動でリストアします。

106021 An entry for export point "EXPORT POINT" already
exists in /etc/exports. The entry that was being used
by the NFS Server Recovery Kit has been placed in
the file "FILENAME"

/etc/exportsのエクスポートエントリが正しい

か確認します。

106049 Restore statedir from /var/lib/.nfs.LK to /var/lib/nfs
failed on server SERVER.

NFSステートディレクトリ /var/lib/nfsのリスト

アに失敗しました。 /var/lib/.nfs.LKを

/var/lib/nfsへ移動させ、手動でディレクトリ

をリストアしてください。

階層のリストア、削除、リカバリ時のメッセージ

NFS リソースを In Serviceにする (リストア)

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106007 Cannot bring NFS or HANFS
resource "TAG" In Service on
server "SERVER"

他のエラーメッセージを参考にして、実行するべき処置を決定

します。問題を修正した後、手動でリソースを In Serviceにし

てください。

106010 NFS is not running on server
"SERVER". LifeKeeper will
attempt to restart NFS.

このダイアログボックスは情報の表示専用です。LifeKeeperは
自動的にNFSデーモンの再起動を試みます。デーモンの再起

動時に LifeKeeperに問題が発生した場合は、NFSの起動に

失敗したというメッセージが表示されます。

106011 Starting NFS on server “SERVER"
failed

NFSデーモンの再起動中に LifeKeeperに問題が発生しまし

た。手動で NFSの再起動をしてください。

106012 The export point "EXPORT
POINT" is not exported on server
"SERVER". LifeKeeper will
attempt to export the entry.

LifeKeeperによって、エクスポートポイントがエクスポートされてい

ないことが検出され、エクスポートが試みられます。

106013 Unable to export "EXPORT
POINT" on server "SERVER"

ファイルシステムを手動でエクスポートします。

106014 Usage: USAGE STRING 誤った引数で実行されたコマンドの使用。コマンドラインのみ。
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NFS リソースを In Serviceにする (リストア)

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106019 Executing command:
"COMMAND"

このメッセージは、LifeKeeperがNFSデーモンを再起動すると

き、またはエクスポートポイントをエクスポート、アンエクスポートす

るときに表示されます。問題が発生した場合、この情報が役に

立ちます。

106024 Unable to stop and restart
rpc.mountd on "SERVER!"

階層リストア中に rpc.mountdデーモンプロセスを再開する必要

がありましたが、このプロセスが失敗しました。プロセスを手動で

停止および再開して、エラーとその処置を判別してください。

106027 Open of "ABC" on server
"SERVER" failed: "File not found"

記述された理由により、ファイルを開けませんでした。

106028 Mount of /proc/fs/nfsd failed on
server "SERVER!"

2.6以降のカーネルでは、クライアント認証に /proc/fs/nfsdが使

用されますが、そのマウント試行が失敗しました。手動で

/proc/fs/nfsdをマウントし、失敗内容を判別してください。

106029 Unable to get exclusive lock on
"/var/lib/nfs/rmtab" on server
"SERVER"

ファイルの問題が示された 20秒後に更新するための、排他ロッ

クを /var/lib/nfs/rmtab上に配置できません。

106030 Unable to restore client info for
"123.45.678.90" on server
"SERVER!": "ABC"

クライアントでのフェイルオーバの試みは、リストされた理由によっ

てサーバへのロックに失敗しています。

106037 Attempts to get exclusive lock on
"/var/lib/nfs/rmtab" on server
"SEVER" failed: "ABC"

更新のために /var/lib/nfs/rmtabに排他ロックを配置できませ

ん。原因については、エラーメッセージを参照してください。

106039 Open of "FILE" on server
"SERVER" failed: “ABC” or
Attempt to get exclusive lock on
"FILE" on server "SERVER"
failed: "ABC

ファイルを開くかファイルの排他ロックを取得しようとしましたが、

失敗しました。原因については、エラーメッセージを参照してくだ

さい。

106040 Multiple virtual IP addresses
detected. In this release NFS lock
failover only supports one virtual IP
address.

NFS リソース階層を作成し直して、1つの仮想 IPアドレスのみ

を使用するか、または LifeKeeperデフォルトファイルで

FAILOVERNFSLOCKSを falseに設定してください。

106052 Unable tomount rpc_pipefs on
"SERVER". Reason: "REASON".

REASONにより rpc_pipefsは、SERVERでマウントされませ

んでした。

106053 rpc_pipefs successfully mounted
on "SERVER"

SERVERで rpc_pipefsが正常にマウントされました。
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NFS リソースをOut of Serviceにする(削除 )

NFS リソースを Out of Serviceにする(削除 )

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106008 Unable to unexport the export
point "EXPORT POINT" on server
"SERVER"

exportfs(8)コマンドを使用して、エクスポートを解除します。

106014 Usage: USAGE STRING 誤った引数で実行されたコマンドの使用。コマンドラインのみ。

106019 Executing command:
"COMMAND"

このメッセージは、LifeKeeperがNFSデーモンを再起動すると

き、またはエクスポートポイントをエクスポート、アンエクスポートす

るときに表示されます。問題が発生した場合、この情報が役に

立ちます。

106046 Unable to umount child bind
directory "BIND MOUNT POINT"
for export "EXPORT POINT" on
"SERVER".

SERVER上のEXPORT POINTのバインドマウント「BIND
MOUNT POINT」のアンマウントに失敗しました。

NFS リソースを In Serviceに戻す (ローカルリカバリ)
LifeKeeper Coreは、NFSの「quickCheck」スクリプトを実行して、ローカルサーバで In ServiceのすべてのNFS
インスタンスの状態を定期的にチェックします。このスクリプトは次の事項を検証します。

l ファイルシステムがエクスポートされているか

l NFS/HA-NFSデーモンが実行中かどうか

インスタンスが完全に動作していない場合、「recover」スクリプトが実行され、インスタンスの再起動が試みられ

ます。これは、エラーメッセージを記録し、「restore」を起動して、(「restore」スクリプトの結果に応じて)最後のエ

ラーメッセージまたは成功メッセージを出力し、「restore」と同じ結果を返します。ローカルリカバリに失敗した場

合、このインスタンスは別のサーバにフェイルオーバされます。

NFS 階層拡張時のエラー

NFS階層の拡張時に表示されるエラーメッセージを、説明とともに挙げます。これらのエラーメッセージは、GUI
が「Executing the pre-extend script....」というメッセージを表示して、新しいシステムに階層を拡張する前に階

層の検証を行っているときに表示されることに注意してください。

ターゲットサーバへのNFS リソース階層の作成時
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NFS階層作成時のエラー

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106016 "REQUIRED SOFTWARE" cannot be
found or does not have the expected
permissions on server "SERVER"

NFSは、プライマリサーバとすべてのバックアップサーバにイ

ンストールする必要があります。nfs-utilsがインストールされ

ていることを確認してください。

106017 The file system "FILE SYSTEM" on
template server "SERVER" has a
different mount point "MOUNT POINT"
on server "SERVER"

リソースは各サーバに同じマウントポイントで作成する必要

があります。ターゲットサーバからファイルシステム階層を拡

張解除するか、同じマウントポイントでテンプレートサーバと

ターゲットサーバに再作成します。

106018 Unable to copy the file "FILENAME"
from server "SERVER" to server
"SERVER"

考えられる原因 :

l サーバ間のコミュニケーションパスがダウンしていま

す。

l ターゲットサーバのファイルシステムに空き容量があ

りません。

l ファイルシステムの問題。steeleye-lkNFSパッケー

ジを再インストールする必要があります

106020 The generated id "nfs-/export" conflicts
with an existing resource id

nfsまたは hanfs リソース用に内部で生成されたリソース

IDは、重複しています。

106022 The export point “EXPORT POINT" is in
/etc/exportson the target server
"SERVER"

ターゲットサーバの /etc/exports ファイルからエクスポートポ

イントを削除してからリソースを拡張します。

106023 The export point "EXPORT POINT" is
exported on the target server
"SERVER"

リソース拡張前にターゲットサーバのエクスポートポイントを

エクスポート解除してください。

106051 Unable to create active/active
configurations with NFS v4 exports.
Either "TEMPLATE SERVER" or
"TARGET SERVER" currently protects
an NFS v4 root export.

すでに片方もしくは両方のサーバがNFS v4エクスポートを

保護しており、NFS v4エクスポートでのアクティブ /アクティ

ブをサポートしていないためTEMPLATE SERVERから

TARGET SERVERへNFS リソースを拡張することができ

ません。

NFS 階層作成時のエラー

NFS階層の作成時に表示されるエラーメッセージを、説明とともに挙げます。リストするメッセージは、nfs リソー

スとhanfs リソースの作成時に表示されるメッセージです。LifeKeeper Coreおよび他のRecovery Kitが表示す

るエラーメッセージはこのガイドには記載していません。ここに記載されている問題を解決するために、LifeKeeper
を停止することがあるかもしれません。そして中断した時点から階層の作成を続行する際に、任意の新しいリ

ソースを作成するといったことが必要な場合があります。NFS設定に必要な新しい LifeKeeperリソースの作成

も可能です。

注記 :次のエラーメッセージの説明で、コマンドラインのみというのは、コマンドラインでコマンドを入力した場合に

だけそのメッセージが表示されることを示しています。LifeKeeper GUIを使用している場合、そのメッセージは表

示されません。さらに、階層作成の終わりに、リソースのリストアが開始されます。そのプロセス中に発生する可
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NFS階層作成時のエラー

能性のあるメッセージとエラーについては、「リソース階層のリストア、停止、ローカルリカバリ時のメッセージとエ

ラー」を参照してください。

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106000 Export point not specified リソース階層を作成するときには、NFSファイルシステムのエク

スポートポイントを指定する必要があります。コマンドラインの

み

106001 The path "EXPORT POINT" is not
exported by NFS

指定したエクスポートポイントが現在 NFSによってエクスポー

トされていません。exportfs(8)を使用してパスをエクスポート

し、パスが /var/lib/nfs/etabファイルに含まれていることを確認

します。コマンドラインのみ

106002 create: The export point
“EXPORTPOINT” on “server1” for
client “CLIENT” either does not
contain an FSID export option or the
value is not unique. A unique FSID
will be generated and
"EXPORTPOINT" will be re-
exported using the new FSID value.

LifeKeeper保護下のすべてのエクスポートポイントでは、高可

用性のNFSに固有の fsid=エクスポートオプションを使用する

必要があります。選択したエクスポートは、この要件を満たし

ていなかったため、固有の値が生成されてから、選択したエク

スポートポイントの再エクスポートが行われました。注記 : 「*」ま
たは「world」のクライアントは、エクスポートポイントをすべての

クライアントが使用できることを示します。

106003 Unable to create the export entry file
for "EXPORT POINT" in LifeKeeper

考えられる原因 :

l ターゲットサーバのファイルシステムに空き容量がありま

せん。

l ファイルシステムの問題。Steeleye-lkNFSパッケージを

再インストールする必要があります。

106004 The export point "EXPORT POINT"
is not on a shared file system on
server "SERVER"

エクスポートポイントが共有ファイルシステムのものか確認しま

す。コマンドラインのみ

106005 Unable to create the HA-NFS
hierarchy "TAG" with child resource
"TAG" on server "SERVER"

他のエラーメッセージを参考にして、実行するべき処置を決

定します。

106006 Unable to remove entry for export
point "EXPORT POINT" from
/etc/exportson server "SERVER"

/etc/exports ファイルが存在しているか、読み込み可能かを

確認します。

106014 Usage: USAGE STRING 誤った引数で実行されたコマンドの使用。コマンドラインのみ

106016 "REQUIRED SOFTWARE" cannot
be found or does not have the
expected permissions on server
"SERVER"

NFSは、プライマリサーバとすべてのバックアップサーバにインス

トールする必要があります。nfs-utilsがインストールされている

ことを確認してください。

106019 Executing command: "COMMAND" このメッセージは、LifeKeeperがNFSデーモンを再起動すると

き、またはエクスポートポイントをエクスポート、アンエクスポート

するときに表示されます。問題が発生した場合、この情報が

役に立ちます。
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NFS階層作成時のエラー

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106020 The generated id "nfs-/export"
conflicts with an existing resource id

nfsまたは hanfs リソース用に内部で生成されたリソース ID
は、重複しています。

106025 An unknown error has occurred while
running "newtag" on server "Server1"

hanfs リソースのnfsのタグを生成するためにコマンド newtag
を実行しているときに、予想外のエラーが発生しました。

106026 Adding dependency between HA-
NFS resource "hanfs-/export" and
filesysresource "export" on server
"server1" failed.

選択した hanfs リソースと filesys リソース間の依存関係の作

成が、不明な理由で失敗しました。詳細については、出力

を参照してください。

106027 Open of "ABC" on server "SERVER"
failed: "File not found"

記述された理由により、ファイルを開けませんでした。

106029 Unable to get exclusive lock on
"/var/lib/nfs/rmtab" on server
"SERVER"

ファイルの問題が示された 20秒後に更新するための、排他

ロックを /var/lib/nfs/rmtab上に配置できません。

106031 Re-export of "/export" to add FSID
option failed on server "SERVER"

エクスポートポイント「/export」には fsid引数が含まれておら

ず、引数を生成した後に再エクスポートしようとしましたが失

敗しました。 fsid引数を手動で /etc/exportsエントリに追加

し、再エクスポートして、失敗内容を判別してください。

106032 Dependent IP resource tag name not
specified

NFS リソース階層を作成するときには、保護する IPアドレス

のリソースタグを指定する必要があります。コマンドラインのみ

106033 Selected IP resource "TAG" does
not exist on server “SERVER"

NFS リソースを作成する前に、指定のサーバに IP リソースを

作成する必要があります。また、コマンドを入力するときに、 IP
リソースを正しく入力したか確認します。コマンドラインのみ

106034 Adding dependency between NFS
resource "TAG" and IP resource
"TAG" on server "SERVER" failed

NFS リソースを作成しているサーバで IP リソースが In Service
か確認します。コマンドラインのみ

106035 Creation of HA-NFS resource "TAG"
on server "SERVER" failed

他のエラーメッセージを参考にして、実行するべき処置を決

定します。

106036 Adding dependency between IP
resource "TAG" and HA-NFS
resource "TAG" on server
"SERVER" failed

HA-NFS リソースを作成するサーバで IP リソースが In Service
か確認します。コマンドラインのみ

106037 Attempts to get exclusive lock on
"/var/lib/nfs/rmtab" on server
"SEVER" failed: "ABC"

更新のために/var/lib/nfs/rmtabに排他ロックを配置できませ

ん。原因については、エラーメッセージを参照してください。

106038 Unable to create directory "ABC" on
server "SERVER": "ABC"

エクスポートされたファイルシステムでディレクトリを作成しようと

しましたが、失敗しました。原因については、エラーメッセージ

を参照してください。
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NFS階層作成時のエラー

エラー

番号

エラーメッセージ 説明

106039 Open of "FILE" on server "SERVER"
failed: “ABC” or Attempt to get
exclusive lock on "FILE" on server
"SERVER" failed: "ABC

ファイルを開くかファイルの排他ロックを取得しようとしました

が、失敗しました。原因については、エラーメッセージを参照

してください。

106041 The selected IP resource "ip-
123.45.678.90" is not ISP on server
"SERVER"

選択した IP リソースはサーバに存在していますが、現在 In
Serviceではありません。サーバで IP リソースを In Serviceの
状態にして、作成を再試行してください。コマンドラインのみ

106045 Unable to remove bindmount entry
"TAG" on "SERVER".

サーバ上の /etc/fstabからバインドマウントエントリTAGの削

除を実行している間に予期しないエラーが発生しました。

106048 Multiple NFS v4 root exports found
on "SERVER".

1つのNFS v4擬似ファイルシステムのみサポートされている

SERVERで、複数のNFS v4擬似ファイルシステムが見つか

りました。

106050 Unable to protect more than one
NFS v4 export or a combination of
NFS v4 and NFS v3 exports.

NFS v4とNFS v2/v3エクスポートの組み合わせの保護はサ

ポートされません。
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